
 

（様式３） 

会議の開催結果について 

 
 
 
 １ 会議名 第２回かわちながの森林プラン推進協議会 

 

 ２ 開催日時 － 

 ３ 開催場所 － 

 

 

 

 

 ４ 会議の概要 

  
・令和７年度かわちながの森林プラン実行プランの実績報告 

・令和８年度かわちながの森林プラン実行プランについて        
・第３期かわちながの森林プラン案について 
 

 ５ 公開・非公開の別 

       （理由） 

 
－ 

 ６ 傍聴人数 
 
－ 

 ７ 問い合わせ先  （担当課名）都市環境安全局地域資源循環部 

自然資本活用課林政グループ（内線５５１） 

 

 

 ８ その他 

 
 
 
書面により開催しました。 
（令和８年３月２３日～３月２７日） 

＊同一の会議が１週間以内に複数回開催された場合は、まとめて記入できるものとする。 



第２回かわちながの森林プラン推進協議会 意見及び自然資本活用課回答 

  

 

案件１ 令和７年度かわちながの森林プラン実行プランの実績報告 

 

ご意見１： 

河内長野市産材の利用のデータ数字は、山元の搬出量の数字を拾えば、利用数量は、実

際もっと大きい数字が把握できるのではないでしょうか。 

（回答） 

 ご指摘のとおり、河内長野市産木材の利用数量自体はより大きな数字になりますが、

「おおさか河内材の利用量」を成果指標としているため、認証を受けたものを対象とし

ています。 

 

ご意見２： 

概ね計画に基づき取組が進められていると感じます。一方で、森林整備については境界

確認等の課題により進捗が遅れているとのことであり、現場と連携しながら実行性の高

い取組の推進を期待します。 

（回答） 

森林経営管理制度の推進にあたっては、林野庁は、「地域の林業経営体、市町村、都道

府県、森林所有者等の協議による、地域の森林における集約化に資する構想」の作成を

推進していることからも、地域で活動する林業経営体との連携が必要と考えており、引

き続き、専門的な助言を頂ければと考えています。 

 

 

案件２ 令和８年度かわちながの森林プラン実行プランについて 

 

ご意見１： 

協議会のスケジュールについて、2 回目を年度末の 2 月開催では R8 度実績の途中経過

報告を受けるだけで、年度事業の進行管理が出来ません。1 回目を 4 月開催で前年度の

実績報告及び新年度のスケジュール報告。2 回目を 10～11 月頃開催にしてはいかがで

しょうか。 

（回答） 

頂いたご意見を踏まえ、令和８年度は開催時期を見直します。 

 

 

案件３ 第３期かわちながの森林プラン案について 

 

ご意見１： 

1. 資料３－２の 2-9、3-14、3-17 の具体的な取組内容を教えてください。 

（5【資料３ー２】資料色付け箇所） 

（回答） 



以下のとおりで考えています。 

2-9 民間事業者と連携したおおさか河内材に関する取組み 

 民間事業者と連携したおおさか河内材の商品開発や PR を行います。 

（例：河内材マタニティマークの開発） 

3-14 市内森林を活用した民間事業者との取組み 

 民間事業者と連携し、岩湧の森等の私有林や滝畑・岩瀬地区の市有林の活用を促進し

ます。 

（例：岩湧の森でのハイキングイベント、市有林のマウンテンバイクコースでの利用） 

3-17 水資源等の自然資源を活用した取組み 

水質 AA の石見川をはじめとした本市の資源を活用した新しい取組みを行います。 

（例：水質 AA の水の PR に関する取組み） 

 

ご意見２： 

大阪府森づくり推進アクションプラン（R8 年 3月策定（予定））では、10 年後に、資源

循環林における計画的な森林経営が行われている区域の割合を現状の４割から６割へ

増やし、また大阪府内産木材の利用量は現状の４倍に増やしていくことを成果指標とし、

今後、施策・取組みを推進します。 

つきましては、それら主旨を踏まえ、森林経営計画面積や森林経営管理法に基づく集積

計画面積、おおさか河内材利用量を段階的に増やしていくような評価指標を検討してい

ただけないでしょうか。（成果指標１、２、７、８関係） 

（回答） 

大阪府森づくり推進アクションプランにおける中期目標については存じています。 

林業活動や木材利用にかかる市の財源（豊かな森林づくり基金、森林環境譲与税）には

限りがあり、大幅に増えるめどがないことから、成果指標 1-1（森林整備の面積）、2-7

（民間でのおおさか河内材の利用量）、2-8（公共事業でのおおさか河内材の利用件数）

については、まずは現状どおりとし、着実に実績を積み重ねていきたいと考えています。 

成果指標 1-2（森林経営計画の継続）については、「森林経営計画等により計画的な森

林経営が行われている区域の面積」（森林経営計画、森林経営管理制度、市有林を対象）

とし、段階的に増える成果指標とします。 

 

ご意見３： 

シカ対策は早期に必須と思います。北摂のシカは２０年前には始まったと聞きます。今

後主伐再造林の流れもあると予想されますので、２０年後のために今の対策が重要と思

います。 

（回答） 

ご指摘のとおりですので、まずはモニタリングによる頭数把握や、地元猟友会と連携し

た、くくり罠による捕獲の支援や猟師の育成に取り組みます。 

 

ご意見４： 

河内材利用促進のためには、南河内の山側の市町村と街側の市町の連携（理解向上）が

一層図れればと思います。また、森林整備と木材利用は一体で両輪であるとも。 



（回答） 

ご指摘のとおりですので、大阪府や山側の自治体とともに、都市部の自治体に対して地

域産木材の利用等での連携に向けて取り組みます。 

 

ご意見５： 

河内長野市役所内部、他部局での木材利用の推進をお願いします。 

（回答） 

本市自身が率先して地域産木材の利用に取り組むべきと考えますので、引き続き、「河

内長野市木材利用庁内連絡会」を通じて、他部局と連携した木材利用に取り組みます。 

 

以上 



 

 

令和７年度 

第２回かわちながの森林プラン推進協議会 

（書面開催）次第 

 

○議事及び意見有無等の回答について 

 

１． 議 事 

案件１ 令和７年度かわちながの森林プラン実行プランの実績報告 

⇒資料１、資料１－２ 

案件２ 令和８年度かわちながの森林プラン実行プランについて 

 ⇒資料２ 

案件３ 第３期かわちながの森林プラン案について 

 ⇒資料３、資料３－２ 

 

２． 意見有無等の回答について 

案件１～３について、資料１～３をご確認いただき「意見回答書（別

紙）」のご作成をお願いします。「意見回答書（別紙）」については、お手

数をお掛けしますが自然資本活用課にメール等でご提出をお願いいたし

ます。 



 

 

かわちながの森林プラン推進協議会 名簿 

 

 区分 所属等 委員名 備考 

１ 森林所有者 河内長野市地区推進協議会 

おくの ゆたか 

奥野 豊 

会長 

出席 

２ 林業従事者 
大阪府森林組合南河内支店 

理事支店長 

ほりきり しゅうへい 

堀切 修平 
出席 

３ 林業従事者 
株式会社 南河内林業 

代表取締役 

なかたに たかのり 

仲谷 貴紀 
出席 

４ 
森林に 

関連する団体 

ＮＰＯ法人森林ボランティア 

トモロス 理事長 

ほり やすあき 

堀 泰明 

副会長 

欠席 

５ 
森林に 

関連する団体 

林業女子会＠大阪 

副代表 

すえのぶ あきえ 

末延 秋恵 
出席 

６ 林業従事者 
クリエイション株式会社 

代表取締役 

たけだ けんぞう 

竹田 兼三 
出席 

７ 関係行政機関 
大阪府南河内農と緑の総合事務所 

森林課長 

たかしま しゅうへい 

高島 周平 
出席 
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